
 
瀬戸谷地区交流センター 

（藤 の 瀬 会 館）  

藤枝市本郷867番地  

 電   話  ６３９－０１２０ 

   F A X ６４８－２７５５              

E-mail setoya@city.fujieda.lg.jp 

お申し込み先：☎ ６３９－０１２０（藤の瀬会館） 

講 座 生 募 集 ! 大人も子供も瀬戸谷で思いっきり楽しもう！！ 

③「ビームライフル入門」講座 
 
日  時：８月２０日（土） 
        午前９時３０分 ～ 午前１１時３０分 
対  象：小学生以上 （小学生は保護者同伴） 
定  員：２０人（申込み順） 
場  所：スポーツ・パル髙根の郷 
受講料：４００円 
○ お申込みは、７月１２日（火）から 
     

②「夏休み川の生き物観察会」講座 
 

 日  時：８月７日（日）午後1時～午後3時30分 

 対  象：小学生以上                      

    （小学生４年生以下は保護者同伴） 

 定  員：２０人（申込み順） 

 場  所：小田野沢ビオトープ 

  （藤の瀬会館に集合後、ビオトープへ移動） 

 受講料：無 料 

 持ち物：たも、虫かご、帽子、タオル 

         ぬれてもよい服装、飲み物など    

※雨天の場合は、藤の瀬会館での生き物の展示とお話にな

ります。 

○ お申込みは、７月１２日（火）から  

結 の 郷 
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①「歌を味わう」講座 
 
日 時：７月１３日（水）、８月１０日（水）、 

        ９月１４日（水） 

    午前９時３０分～午前１１時３０分 

対 象：市内に住んでいるか、通勤・通学してい 

    る人 

定 員：２０人 

場 所：藤の瀬会館 

受講料：１，２００円＋資料代３００円（３回分） 

  ※マスク着用 

○ お申込みは、６月１４日（火）から  

 
 

 

 

 

名称アンケートに多数ご応募いただき 

  ありがとうございました。 

リニューアルオープンに向けて現在準備中！ 
ご期待ください❕❕ 

 

瀬戸谷活性化協議会 

『キッチンせとや』 
  （旧レストラン「せとやっこ」） 



 

瀬戸谷地区交流センター講座がスタートしました！ 

５月１４日（土）「せとや山塾」がスタートしました。第１回目は「山での

安全講座」と題し、藤枝山岳会の浅井さんと静岡県警山岳遭難救助隊の坂上

隊長に講師をお願いしました。登山中に発生する様々なアクシ

デントとその対処法や山岳遭難救助の現実など熱のこもった講

座となりました。受講生は熱心に話を聞き、登山をする時の服

装や装備のこと、救助要請の方法などを講師に質問していました。皆さん、瀬戸

谷の山を安全に楽しんでくださいね！ 

 ５月１９日（木）「瀬戸川流域のおもしろ郷土史」

（講師・南條忠義さん）が開講しました。第1回目は瀬

戸谷や藤枝だけに留まらず日本の歴史を作ってくれた

瀬戸谷の先人たちの活躍を方言を交えて紹介する楽し

い講座となりました。受講生からは「瀬戸谷は日本史の宝庫だ」「知らなかった人の貴重な

話を聞けてよかった」などの声が聞かれました。 

◆「瀬戸川流域のおもしろ郷土史」（全3回） 

◆「せとや山塾」（全6回） 

瀬戸谷小学校 田植え体験しました！ 

瀬戸谷中学校 竹炭作り講座と職業講話が開かれました！ 

 5月17日（火）、学校サポーターズクラブコーディネーターの渡辺富雄さ

ん（本郷）の田んぼを借りて2年生と6年生が田植え体験授業を行いました。

この授業は今年で12年目になります。当日は小雨の中、渡辺さんから昔の田

植えのやり方などの話を聞いた後、苗の植え方を教えてもらいました。子ど

もたちは田んぼに足を取られて泥んこになりながら見よう見まねで一生懸命

植えました。秋の収穫が楽しみです。 

  5月11日（水）、1年生の総合学習で「竹炭作り」の体験授業が行われました。

講師の森田法男さん（竹炭生産者）から竹炭の作り方や目的、苦労話など、DVD

を見ながら話があり、生徒たちは熱心にメモを取り興味深く聴いていました。最

後に竹炭と一緒に採取した「竹酢」の強烈な臭いを嗅ぎ悲鳴を上げていました。 

  それから、5月13日（金）には1年生・2年生対象の職業講話が体育館で行われ

ました。今年の講師は瀬戸谷中学校の卒業生で志太消防本部の消防士・杉山琢磨

さん（藤枝消防署・特殊消防救急隊）が務めてくれました。杉山さんから消防署

の仕組みや消防士の仕事などについて詳しい話を聴くことができました。色々な

質問も出されるなど生徒のみなさんにとって貴重な時間となりました。将来、消

防士を目指す生徒もいるはずです！ 


